
                           

 

【事業の目的】 
 市指定有形文化財「旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場建物」を復原整備し、平

和意識の啓発、文化財の保存と継承に資することを目的としています。  

【事業の内容】 
 昭和 12 年に設置された「旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場」は、当時の建造

物（守衛棟、車庫棟、兵舎棟、便所棟、弾薬庫）が一群となって現存する全国

的にも希少性の高い遺構であり、平成 28 年 2 月には市の有形文化財に指定し

ました。本市では、この貴重な遺構を保存・活用するための整備事業を推進し

ています。  

 

【事業年度】 
 平成２４年度～平成３２年度（９か年）  

 

【予算額（千円）】 
 ５１８，１９８千円（平成３０年度～平成３１年度）  

 

【財源】 
 地方債（地域活性化事業）、一般財源（市）、  

繰入金（旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場跡地整備管理基金）  

 

【事業実施に至った背景・経緯】 
本市では、平成２１年に、ＮＰＯ法人旧陸軍桶川飛行学校を語り継ぐ会より、

旧陸軍桶川飛行学校の遺構保存についての要望書を受領したことを契機とし、

同遺構の保存と活用に向けた検討を開始いたしました。  

その後、学識経験者を含めた委員会や庁内での検討、各種調査研究等を重ね、

同遺構の整備や活用の方針を定め、平成３０年度、平成３１年度の２か年で、

市の有形文化財に指定された建造物５棟の復原整備工事を実施します。  
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【事業のＰＲポイント】 
〇  市の有形文化財に指定し建造物５棟を復原するだけではなく、復原後は文

化財建造物としての価値を伝えると同時に「平和を発信する場」として平和

に関する展示等を行い、活用を図ります。  

〇  文化財建造物の修復については、高い専門性が求められるため、県内の大

学で唯一、文化財建造物修理技術者の実務家教員の研究室がある、学校法人

ものつくり大学と官学連携協定を締結し、事業を進めています。  

○  復原整備事業の財源に充当するための基金を創設し、ふるさと納税制度を

活用して、当該事業に対する寄附金を募集しています。  

  この取組みにより、これまで桶川市や旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場につ

いて知らなかった方にも興味を持ってもらうことができます。  

○  施設を開館する予定の平成３２年度は、戦後７５周年の年にあたります。 

 戦後７０年以上が経過している現在、全国の戦争遺構は都市開発や風化に

より失われている傾向にあります。全国的にも希少性の高いこの遺構を有形

文化財に指定し、次世代、次々世代へと保存継承し、平和を発信することは

非常に重要なことと考えています。  

  また、国においては、昨年度「文化経済戦略」を策定し、その中で文化財

の積極的な活用を示しています。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
 ＜平成２４、２５年度＞  

旧若宮寮跡地活用検討委員会を開催し、活用方針に関する提言を受けました。 

 ※旧若宮寮…飛行学校建物は戦後、海外からの引揚者や住宅困窮者が暮ら

す引揚寮「若宮寮」となり、平成 19 年まで使用されていた。  

＜平成２６年度＞  

 「旧若宮寮（旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場）跡地整備基本計画」を策

定しました。また、学校法人ものつくり大学と官学連携協定を締結しまし

た。  

＜平成２７年度＞  

 建物の学術調査及び基本設計図書を作成しました。また、現存する建造

物５棟を市の有形文化財に指定しました。  

＜平成２８年度＞  

 木造の建造物４棟（守衛棟、車庫棟、兵舎棟、便所棟）の解体調査研究

を実施しました。  

 



＜平成２９年度＞  

 「市指定文化財  旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場建物  保存活用計画」を

策定しました。また、復原整備に向けた実施設計図書を作成しました。  

＜今後の展開＞  

 復原整備工事を実施し、平和の発信等を目的とする施設として平成３２

年度中の開館を目指します。  

 

【参考資料】 
 旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場パンフレット  

 

〔  連絡先  〕  

  道の駅・飛行学校跡地整備課  飛行学校跡地整備係  

048（786）3211（内線 2231）  








